
授業科目 担当者 実務経験
〇（専任
教員）

開講時期 2学年後期 授業の方法 実習 単位数 2 時間数 90

授業概要

テキスト
参考文献

成績評価
の方法

基礎看護学講座 1 看護学概論 第 17 版第3刷 医学書院　2022
系統看護学講座 2 基礎看護学[2] 基礎看護技術Ⅰ第18版　第2刷　医学書院　2022
系統看護学講座 2 基礎看護学[4]臨床看護総論　第7版　第1刷　医学書院　2022
看護技術プラクティス 第4版 第3刷　学研　2019

「看護過程」「態度」の全体評価がC以上であること。最終の総合評価がC以上である。
全体の３分の１以下の欠席については、補充実習を終えていること。

授業計画

専門課程シラバス

看護の対象を理解し、看護の基礎となる知識・技術・態度を習得する。また、科学的根拠に基づ
いた看護が、実践できる。看護過程の思考がわかる。

　実習目標
　１．対象を全人的に把握する必要性が理解できる。
　２．対象に関心を持ち、適切なコミュニケーションを図ることができる。
　３．必要な援助を実施するために、看護過程の展開方法が理解できる。
　４．看護学生としての自覚と責任を持ち、行動できる。
　５．看護感を育む。

　実習期間
　令和6年11月～12月（12日間）

　実習時間
　8：30～16：30

　実習の展開については、実習要項参照

基礎看護学実習 有田　真樹子


